
長年続いたシガラミ政治から、市民のもとに政治を取り戻す。新しい大村をみんなではじめる。

昭和５２年2月１８日　大村生まれ　３７歳　竹松小学校～郡中学校～大村工業高校 電子工学科～大村看護高等専修学校～福岡看護専門学校～大村市立病院～
（医）カメリア大村共立病院～平成19年より大村市議会議員
早稲田大学マニフェスト研究所 主管「マニフェスト大賞」第3 回・第6回大会で２度の受賞。各種機関誌や書籍への寄稿・編集協力多数。県内外での講演実績多数。

大村市東三城町7-7 1階　tel ／ fax0957-54-3600  mobile090-7928-3979　e-mail info@sonoda-hiroshi.jp　 f そのだ裕史 検索
【プロフィール】

そのだ 裕史
ひ　ろ　し

西大村地区に移転することで、空港からインターチェ
ンジまでを結ぶ直線上に公的機関を集積させた、新
たな行政サービスの拠点として位置づけます。ワン
ストップサービスによる市民の利便性を高め、最小の
コストで最高の市民サービスを実行します。久原～沖
田線をはじめ、周辺の道路整備により民間主導の開
発を進めます。

平成30年の木場スマートインターチェンジ開通から
のアクセスも良く、大村公園との連携により歴史・文
化・芸術・スポーツ・教育を組み合わせた独自の観
光振興策を展開し、経済活性化へつなげます。
絶対的に足りていないテニスコートや、劣悪な環境
の市営球場グラウンドを早急に整備・改修します。

市役所を、ろう学校の活用に
より、建て替えを行わずに
移転します。

市が、アレルギー対応食や異物混入等のリスクマネ
ジメント・管理監督を徹底し、地場農産物による地
産地消を超積極的に進めます。
当初、市が計画していた建設予定地は民間へ売却
し、新たな歳入確保を生み出します。

平成２８年4月より、中学校給食を民間
業者や生産農家と提携した選択型の
デリバリー方式として開始します。

行政×企業×教育×地域×文化による市街
地活性化と、地域で循環する経済活性
化策を実行します。
地の利を活かして、アジア諸国へ向けた
独自の産業振興策を開始します。
農林水産業に対して、超積極的な地産地消を進める
とともに、独自のアイデアと創意工夫による振興策を
実行します。

新工業団地整備と超積極的な
中小企業支援による全市的な
経済活性化策を打ち出します。

働き盛りの現役世代が、元気に暮らせ
る予防施策を実行します。
高齢者が地域で元気に暮らせる地域包括ケアシステ
ムを実行します。

中学生まで医療費を
無料にします。

定住促進、児童数確保、地域活性化
策として、住宅取得に関する新規優遇制
度や児童数格差解消のための校区変更を進めます。
市内企業や大学などが連携したエコスマートタウン構
想を進めます。

北部地区の定住
促進策を進めます。

学校開放と放課後教室の充実を図り、家
庭と学校と地域をつなぎます。多様な学びを
育む幼稚園・保育園・小学校・中学校の一貫教育
を実現します。
学校総務費の大幅増を図り、エアコン設置や施設の
改修・修繕を進めます。

大村発の公教育（小・中一貫校）を
実現します。

人も動物も、共に暮らしやすい大村へ。
ペットと家族が、ともに遊べる場所を
整備します。

ドッグラン・ドッグカフェ
を整備します。

平成３０年に向けた大村の
グランドデザイン（未来像）を
明確に打ち出します。

現・市役所の位置に、
市民会館を新築移転し、
周辺施設との連携策による
文化・芸術・スポーツ・教育を
発信する新たな文教エリアと
位置づけます。

そのだ裕史は、
何が起きようと揺らぐ事の無い
「断固たる決意」で挑みます。


